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(57)【要約】
【課題】インク不足によって発生したインク不吐出によ
る印字不良の発生を抑制するとともに、ヘッドタンク内
の負圧不足による吐出不良やノズルの吐出口からのイン
ク垂れを防止できる。
【解決手段】インクタンク内に気泡が混入したものと判
断したとき、ヘッドタンクを大気開放する前に、インク
カートリッジからヘッドタンクに正転送液を行ってヘッ
ドタンク内のインクの液面が供給口３００の開口部より
高くなるまでインクをヘッドタンク１３５に充填する。
これにより、ヘッドタンク内を大気と遮断することなり
、その後に逆転送液を行ってヘッドタンクからインクカ
ートリッジ側へインクを戻してヘッドタンク内を所定の
圧力の負圧状態にする。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液滴を吐出する液滴吐出ヘッドと、インクを貯留するインクカートリッジと、該液滴吐
出ヘッドに負圧を作成し、かつ前記インクカートリッジから送液された所定量のインクを
一時貯留し可撓性部材で構成されるヘッドタンクと、該ヘッドタンク内を大気に開放する
開閉可能な大気開放機構と、該インクカートリッジから前記ヘッドタンクにインクを送液
する正転送液及び前記ヘッドタンクから前記インクカートリッジにインクを送液する逆転
送液を行う送液手段と、前記ヘッドタンク内のインク満タンの液面を検知する液面検知手
段と、前記ヘッドタンクに気泡が混入したか否かを判断する気泡混入判断手段と、前記液
面検知手段の検知結果及び前記気泡検知手段の判断結果に基づいて前記大気開放機構及び
前記送液手段の各駆動を制御してインク充填動作を制御する制御部と、を有する画像形成
装置において、
　前記気泡混入判断手段によって前記ヘッドタンクに気泡が混入したものと判断したとき
には、前記制御部は、前記大気開放機構によって前記ヘッドタンク内を大気と遮断した状
態で前記正転送液を行うように前記送液手段を制御することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　請求項１記載の画像形成装置において、
　前記ヘッドタンクにインクを供給する供給口を設け、該供給口は前記液面検知手段によ
って検知する前記インク満タンの液面位置より低い位置に設置され、前記液面検知手段に
よって前記インク満タンの液面を検知するまで前記送液手段によって前記正転送液を行っ
てインクを前記ヘッドタンクに充填して前記供給口をインク液面で遮断することを特徴と
する画像形成装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の画像形成装置において、
　前記気泡混入判断手段は、前記送液手段によって正転送液を所定時間行っても前記液面
検知手段が前記インク満タンの液面を検知しないときには気泡が前記ヘッドタンク内に混
入したと判断することを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の画像形成装置において、
　前記気泡混入判断手段は、画像形成動作が予め定めた時間経過しても行われなかったと
きには気泡が前記ヘッドタンク内に混入したと判断することを特徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載の画像形成装置において、
　前記送液手段は、チューブポンプであることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、プリンタ、ファックス、複写機、プロッタ、或いはこれらの内の複数の機能を
複合した画像形成装置としては、例えばインクの液滴を吐出する液体吐出ヘッドを備え、
媒体を搬送しながらインク滴を用紙に付着させて画像形成を行うインクジェット記録装置
がある。ここでの媒体は「用紙」ともいうが材質を限定するものではなく、被記録媒体、
記録媒体、転写材、記録紙なども同義で使用する。また、画像形成装置は、紙、糸、繊維
、布帛、皮革、金属、プラスチック、ガラス、木材、セラミックス等の媒体に液体を吐出
して画像形成を行う装置を意味する。そして、画像形成とは、文字や図形等の意味を持つ
画像を媒体に対して付与することだけでなく、パターン等の意味を持たない画像を媒体に
付与する（単に液滴を吐出する）ことをも意味する。また、インクとは、所謂インクに限
るものではなく、吐出されるときに液体となるものであれば特に限定されるものではなく
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、例えばＤＮＡ試料、レジスト、パターン材料なども含まれる液体の総称として用いる。
【０００３】
　上記インクジェット記録装置には、大量のインクを収容可能である着脱自在のインクカ
ートリッジと、該インクカートリッジからのインクを一時貯留し、液滴を吐出する液滴吐
出ヘッドにインクを供給するヘッドタンク（サブタンク、バッファタンクとも称される）
とを備えたものがある。このヘッドタンクは樹脂フィルムなどの可撓性部材で構成されて
いる。また、ヘッドタンクには、ヘッドタンク内を大気に開放し、又は大気を遮断する開
閉可能な開閉弁などの大気開放機構と、インクカートリッジからヘッドタンクにインクを
送る送液手段とを備えている。さらに、ヘッドタンク内には、ヘッドタンク内のインク満
タンの液面を検知する液面検知手段が備えられている。このような構成を備えたインクジ
ェット記録装置では、送液手段による正転送液を行ってインクカートリッジからヘッドタ
ンクへインクを充填するとき、ヘッドタンクがインクで満タン状態にあることを検知する
液面検知手段からの検知信号に基づいてインク充填動作を制御している。このインク充填
動作には、印字開始前又は印字終了後にヘッドタンク内をインクで満タン状態にするため
に大気開放機構の開閉弁を開状態にしてインク充填を行う大気開放充填と、印字中に使用
インク量のインクを随時充填するために大気開放機構の開閉弁を閉状態にしてインク充填
を行う通常充填とがある。
【０００４】
　上記インクジェット記録装置において、インクカートリッジ内のインクを送液手段によ
ってヘッドタンクへ送液してインクカートリッジ内のインクが空になったとき、このイン
クカートリッジの空状態で送液手段によるヘッドタンクへの送液を続けると、送液手段と
インクカートリッジの装着部分との流路内が過負圧状態となる。この状態でインクカート
リッジを交換すると、外気を吸い込み、送液手段とインクカートリッジの装着部分との間
に気泡が混入する場合がある。吸い込んでしまった空気は送液手段からヘッドタンクまで
の供給経路は閉じた経路であるために抜けることが無く、新たなインクカートリッジが装
着されインク充填動作が始まると、空気はインクと共にチューブを通ってヘッドタンクに
送られることになる。ヘッドタンク内に気泡が存在する状態で画像形成動作が行われると
、ヘッドタンク内の気泡が液滴吐出ヘッドに送られてインク不吐出による吐出不良が発生
し画像品質が低下することになる。また、気泡が混入したままヘッドタンク内を大気開放
した状態でインクを充填すると、液面が上昇し、液面より上部に存在する気泡を持ち上げ
ることになる。このため、ヘッドタンクの上部に設けられている大気開放機構にインクが
付着し、付着したインクが乾燥し固体化することで、大気開放機構の開閉弁が駆動できな
くなる。
【０００５】
　インクカートリッジ交換時にインクカートリッジを引き抜いた際気泡が混入したときの
インク充填動作に関する方法として、特許文献１に記載のものが知られている。この特許
文献１の方法では、空気が混入した可能性が高い場合にはエアー混入フラグをセットし、
供給経路内の空気をヘッドタンクに送り込む送液シーケンスを行う。送液シーケンス実施
後、所定時間以内であればエアー混入フラグ状態（ヘッドタンク泡状態）とする。送液シ
ーケンス実施後、エアー混入フラグが解除されたら、通常状態に戻る。エアー混入フラグ
状態でユーザがプリンタを使用し、通常状態において再負圧形成を要するタイミング（大
気開放充填を要するタイミング）では、大気開放充填を行わず、代替え動作（通常充填や
クリーニングなど）を行っている。このように、上記特許文献１に記載の発明では、ヘッ
ドタンク内の気泡が消失するまでは上記大気開放充填によるインク充填を制限している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１の方法によれば、大気開放を要するインク充填が必要な
タイミング、すなわち再負圧形成が必要な状況にも関わらず、再負圧形成をしていないた
め、ヘッドタンク負圧ができていない可能性がある。また、エアー混入状態における再負
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圧形成方法の実装法では、再負圧形成を実施するたびに、ヘッドタンクインク液面が下が
り、最悪の場合はヘッドタンク内インクが空になる。このため、インク不足によるインク
不吐出が起こり、印字不良が起こる。
【０００７】
　また、ヘッドタンク内のインクを所定量吸引してヘッドタンク内を負圧状態にしたが、
この負圧形成時ヘッドタンク内のインク液量はヘッドタンク内の気泡が消失した体積分、
インクの規定量より減っている。このためヘッドタンク内のインク液量が規定量より少な
い状態でヘッドタンク内の所定の負圧形成を行ったことで、ヘッドタンク内の負圧値は規
定値より低くなる。インクジェット記録装置は、ヘッドタンクに連通する記録ヘッド内の
液室内を規定の負圧値となる負圧状態にし、液室に設けられた変位部材に記録電圧を供給
して変位部材を変位させて液室の内圧に規定の変位圧を加えて記録ヘッドのノズルからイ
ンクを吐出して印字を行う。上記のように印字初期時から既にヘッドタンク内の負圧値が
規定値より低い状態で変位部材によって液室の内圧に規定の変位圧を加えると、不足の負
圧値分過剰なインクが吐出されて正常なインク吐出ができない。また、ヘッドタンク内の
負圧値が規定値より低いと、ノズルでのインクのメニスカス液面を保つことができず液室
内のインクがノズルから垂れるという不具合があった。
【０００８】
　本発明は以上の問題点に鑑みなされたものであり、その目的は、インク不足によって発
生したインク不吐出による印字不良の発生を抑制するとともに、ヘッドタンク内の負圧不
足による吐出不良、ヘッドタンク内の負圧不足によって発生するノズルの吐出口からのイ
ンク垂れを防止できる画像形成装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、液滴を吐出する液滴吐出ヘッドと、イ
ンクを貯留するインクカートリッジと、該液滴吐出ヘッドに負圧を作成し、かつ前記イン
クカートリッジから送液された所定量のインクを一時貯留し可撓性部材で構成されるヘッ
ドタンクと、該ヘッドタンク内を大気に開放する開閉可能な大気開放機構と、該インクカ
ートリッジから前記ヘッドタンクにインクを送液する正転送液及び前記ヘッドタンクから
前記インクカートリッジにインクを送液する逆転送液を行う送液手段と、前記ヘッドタン
ク内のインク満タンの液面を検知する液面検知手段と、前記ヘッドタンクに気泡が混入し
たか否かを判断する気泡混入判断手段と、前記液面検知手段の検知結果及び前記気泡検知
手段の判断結果に基づいて前記大気開放機構及び前記送液手段の各駆動を制御してインク
充填動作を制御する制御部と、を有する画像形成装置において、前記気泡混入判断手段に
よって前記ヘッドタンクに気泡が混入したものと判断したときには、前記制御部は、前記
大気開放機構によって前記ヘッドタンク内を大気と遮断した状態で前記正転送液を行うよ
うに前記送液手段を制御することを特徴とするものである。
　また、請求項２の発明は、請求項１記載の画像形成装置において、前記ヘッドタンクに
インクを供給する供給口を設け、該供給口は前記液面検知手段によって検知する前記イン
ク満タンの液面位置より低い位置に設置され、前記液面検知手段によって前記インク満タ
ンの液面を検知するまで前記送液手段によって前記正転送液を行ってインクを前記ヘッド
タンクに充填して前記供給口をインク液面で遮断することを特徴とするものである。
　更に、請求項３の発明は、請求項１又は２に記載の画像形成装置において、前記気泡混
入判断手段は、前記送液手段によって正転送液を所定時間行っても前記液面検知手段が前
記インク満タンの液面を検知しないときには気泡が前記ヘッドタンク内に混入したと判断
することを特徴とするものである。
　また、請求項４の発明は、請求項１又は２に記載の画像形成装置において、前記気泡混
入判断手段は、画像形成動作が予め定めた時間経過しても行われなかったときには気泡が
前記ヘッドタンク内に混入したと判断することを特徴とするものである。
　更に、請求項５の発明は、請求項１又は２に記載の画像形成装置において、前記送液手
段は、チューブポンプであることを特徴とするものである。
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【００１０】
　本発明においては、気泡混入判断手段によってヘッドタンクに気泡が混入したものと判
断したとき、大気開放機構によってヘッドタンク内を大気と遮断した状態で送液手段によ
って正転送液を行ってインクをヘッドタンクに充填し始める。このようにヘッドタンク内
を大気と遮断した状態でインクを充填すると、ヘッドタンク内の密閉された空間における
空気量は変化せず、充填された所定のインク量に相当するインクの体積増に対応して可撓
性部材で構成されるヘッドタンクが膨らむ。このため、ヘッドタンク内に所定量のインク
を充填することができ、ヘッドタンク内のインク量が規定量となる。そして、規定量のイ
ンク量が充填されたヘッドタンク内から所定量のインクを送液手段による逆転送液を行っ
て負圧形成を行い、ヘッドタンク内を規定の負圧値の負圧状態にすることができる。これ
により、ヘッドタンク内の負圧状態が正常となり、ヘッドタンクに連通する記録ヘッド内
の液室内も規定の負圧値となるため、正常なインク吐出が可能となる。また、ヘッドタン
ク内の負圧値が規定値となることで、ノズルでのインクのメニスカス液面を保つことがで
き液室内のインクはノズルから垂れない。よって、インク不足によって発生したインク不
吐出による印字不良の発生を抑制するとともに、吐出不良やノズルからのインク垂れを防
止できる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、インク不足によって発生したインク不吐出による印字不良の発生を抑
制するとともに、吐出不良やノズルからのインク垂れを防止できるという優れた効果が得
られる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態のインクジェット記録装置を前方から見た斜視図である。
【図２】インクジェット記録装置の機構部の要部側面図である。
【図３】インクジェット記録装置の機構部の要部平面図である。
【図４】インクジェット記録装置の制御部の概要を示すブロック図である。
【図５】ヘッドタンクの構造を示す斜視図である。
【図６】チューブポンプの構成を示す概略平面図である。
【図７】インク供給系の説明に供する模式的説明図である。
【図８】液滴吐出ヘッドに搭載されたヘッドタンクの構成を示す概略断面図である。
【図９】ヘッドタンクに対する供給経路にエアーが混入した可能性が高い場合に対応する
ための処理を示すフローチャートである。
【図１０】ヘッドタンクに対する供給経路にエアーが混入した可能性が高い場合に対応す
るための別の処理を示すフローチャートである。
【図１１】ヘッドタンクに対する供給経路にエアーが混入した可能性が高い場合に対応す
るための別の処理を示すフローチャートである。
【図１２】ヘッドタンクに対する供給経路にエアーが混入した可能性が高い場合に対応す
るための別の処理を示すフローチャートである。
【図１３】大気開放充填動作及び通常の再負圧形成フローの動作を示すフローチャートで
ある。
【図１４】代替の再負圧形成フローの動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を適用した画像形成装置として、インクジェット記録装置の実施形態につ
いて説明する。
　図１は本実施形態のインクジェット記録装置を前方から見た斜視図である。同図に示す
本実施形態のインクジェット記録装置１００は、装置本体１０１と、装置本体１０１に装
着された用紙を装填するための給紙トレイ１０２と、装置本体１０１に着脱自在に装着さ
れて画像が記録（形成）された用紙をストックするための排紙トレイ１０３とを備えてい
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る。また、装置本体１０１の前面の一端部側（給排紙トレイ部の側方）には、前面から装
置本体１０１の前方側に突き出し、上面よりも低くなったインクカートリッジを装填する
ためのカートリッジ装填部１０４を有し、このカートリッジ装填部１０４の上面には操作
ボタンや表示器などの操作／表示部１０５が設けられている。
【００１４】
　このカートリッジ装填部１０４には、色の異なる色材である記録液（インク）、例えば
ブラック（Ｋ）インク、シアン（Ｃ）インク、マゼンタ（Ｍ）インク、イエロー（Ｙ）イ
ンクをそれぞれ収容した複数の記録液収容手段としての記録液カートリッジであるインク
カートリッジ１１０ｋ、１１０ｃ、１１０ｍ、１１０ｙ（色を区別しないときは「インク
カートリッジ１１０」という。）を、装置本体１０１の前面側から後方側に向って挿入し
て装填可能とし、このカートリッジ装填部１０４の前面側には、インクカートリッジ１１
０を着脱するときに開く前カバー（カートリッジカバー）１０６が開閉可能に設けられて
いる。また、インクカートリッジ１１０ｋ、１１０ｃ、１１０ｍ、１１０ｙは縦置き状態
で横方向に並べて装填する構成となっている。
【００１５】
　また、操作／表示部１０５には、各色のインクカートリッジ１１０ｋ、１１０ｃ、１１
０ｍ、１１０ｙの装着位置（配置位置）に対応する配置位置で、各色のインクカートリッ
ジ１１０ｋ、１１０ｃ、１１０ｍ、１１０ｙの残量がニアーエンド及びエンドになったこ
とを表示するための各色の残量表示部１１１ｋ、１１１ｃ、１１１ｍ、１１１ｙを配置し
ている。更に、この操作／表示部１０５には、電源ボタン１１２、用紙送り／印刷再開ボ
タン１１３、キャンセルボタン１１４も配置されている。
【００１６】
　次に、このインクジェット記録装置の機構部について図２及び図３を参照して説明する
。なお、図２は同機構部の概要を示す側面図、図３は同じく要部平面図である。
【００１７】
　インクジェット記録装置の機構部において、フレーム１２１を構成する左右の側板１２
１Ａ、１２１Ｂに横架したガイド部材であるガイドロッド１３１とステー１３２とでキャ
リッジ１３３を主走査方向に摺動自在に保持し、図示しない主走査モータによってタイミ
ングベルトを介して図３で矢示方向である双方向のキャリッジ主走査方向に移動走査する
。
【００１８】
　キャリッジ１３３には、前述したように、イエロー（Ｙ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（
Ｍ）、ブラック（Ｋ）の各色のインク滴を吐出する４個の液滴吐出ヘッド１３４ａ～１３
４ｄとからなる液滴吐出ヘッド１３４が、主走査方向と交叉する方向に配列し、インク滴
吐出方向を下方に向けて装着されている。なお、各色のインク液滴を吐出するノズル列を
有する１又は複数のヘッド構成などを採用することもできる。
【００１９】
　ここで、液滴吐出ヘッド１３４を構成するインクジェットヘッドとしては、圧電素子な
どの圧電アクチュエータ、発熱抵抗体などの電気熱変換素子を用いて液体の膜沸騰による
相変化を利用するサーマルアクチュエータ、温度変化による金属相変化を用いる形状記憶
合金アクチュエータ、静電力を用いる静電アクチュエータなどを、液滴を吐出するための
圧力を発生する圧力発生手段として備えたものなどを使用できる。
【００２０】
　また、キャリッジ１３３には、各液滴吐出ヘッド１３４ａ～１３４ｄに各色のインクを
供給するためのヘッドタンク１３５ａ～１３５ｄを搭載している。各ヘッドタンク１３５
ａ～１３５ｄには各色のインクを送液する可塑性のインク供給チューブ１３６を介してカ
ートリッジ装填部１０４に装着された各色のインクカートリッジ１１０ｙ，１１０ｍ，１
１０ｃ，１１０ｋから各色のインクが充填供給される。なお、このカートリッジ装填１０
４にはインクカートリッジ１１０内のインクを送液するための供給ポンプユニット１２４
が設けられ、またインク供給チューブ１３６は這い回しの途中でフレーム１２１を構成す



(7) JP 2012-161973 A 2012.8.30

10

20

30

40

50

る後板１２１Ｃに係止部材１２５にて保持されている。供給ポンプユニット１２４は逆方
向に送液（逆転送液）することもできる。
【００２１】
　一方、図２の給紙トレイ１０２の用紙積載部（圧板）１４１上に積載した用紙１４２を
給紙するための給紙部として、用紙積載部１４１から用紙１４２を１枚ずつ分離給送する
半月コロ（給紙コロ）１４３及び給紙コロ１４３に対向し、摩擦係数の大きな材質からな
る分離パッド１４４を備え、この分離パッド１４４は給紙コロ１４３側に付勢されている
。
【００２２】
　そして、この給紙部から給紙された用紙１４２を液滴吐出ヘッド１３４の下方側に送り
込むために、用紙１４２を案内するガイド部材１４５と、カウンタローラ１４６と、搬送
ガイド部材１４７と、先端加圧コロ１４９を有する押さえ部材１４８とを備えるとともに
、給送された用紙１４２を静電吸着して液滴吐出ヘッド１３４に対向する位置で搬送する
ための搬送手段である搬送ベルト１５１を備えている。
【００２３】
　この搬送ベルト１５１は、無端状ベルトであり、搬送ローラ１５２とテンションローラ
１５３との間に掛け渡されて、ベルト搬送方向（副走査方向）に周回するように構成して
いる。また、この搬送ベルト１５１の表面を帯電させるための帯電手段である帯電ローラ
１５６を備えている。この帯電ローラ１５６は、搬送ベルト１５１の表層に接触し、搬送
ベルト１５１の回動に従動して回転するように配置されている。更に、搬送ベルト１５１
の裏側には、液滴吐出ヘッド１３４による印写領域に対応してガイド部材１５７が配置さ
れている。
【００２４】
　この搬送ベルト１５１は、図示しない副走査モータによってタイミングを介して搬送ロ
ーラ１５２が回転駆動されることによって図２のベルト搬送方向に周回移動する。
【００２５】
　更に、液滴吐出ヘッド１３４で記録された用紙１４２を排紙するための排紙部として、
搬送ベルト１５１から用紙１４２を分離するための分離爪１６１と、排紙ローラ１６２及
び排紙コロ１６３とを備え、排紙ローラ１６２の下方に排紙トレイ１０３を備えている。
【００２６】
　また、装置本体１０１の背面部には両面ユニット１７１が着脱自在に装着されている。
この両面ユニット１７１は搬送ベルト１５１の逆方向回転で戻される用紙１４２を取り込
んで反転させて再度カウンタローラ１４６と搬送ベルト１５１との間に給紙する。また、
この両面ユニット１７１の上面は手差しトレイ１７２としている。
【００２７】
　更に、図３に示すように、キャリッジ１３３の走査方向一方側の非印字領域には、液滴
吐出ヘッド１３４のノズルの状態を維持し、回復するための回復手段を含む維持回復機構
１８１を配置している。
【００２８】
　この維持回復機構１８１には、液滴吐出ヘッド１３４の各ノズル面をキャピングするた
めの各キャップ部材（以下「キャップ」という。）１８２ａ～１８２ｄ（区別しないとき
は「キャップ１８２」という。）と、ノズル面をワイピングするためのブレード部材であ
るワイパーブレード１８３と、増粘した記録液を排出するために記録に寄与しない液滴を
吐出させる空吐出を行うときの液滴を受ける空吐出受け１８４などを備えている。ここで
は、キャップ１８２ａを吸引及び保湿用キャップとし、他のキャップ１８２ｂ～１８２ｄ
は保湿用キャップとしている。
【００２９】
　そして、この維持回復機構１８１による維持回復動作で生じる記録液の廃液、キャップ
１８２に排出されたインク、あるいはワイパーブレード１８３に付着してワイパークリー
ナ１８５で除去されたインク、空吐出受け１８４に空吐出されたインクは図示しない廃液
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タンクに排出されて収容される。
【００３０】
　また、図３に示すように、キャリッジ１３３の走査方向他方側の非印字領域には、記録
中などに増粘した記録液を排出するために記録に寄与しない液滴を吐出させる空吐出を行
うときの液滴を受ける空吐出受け１８８を配置し、この空吐出受け１８８には液滴吐出ヘ
ッド１３４のノズル列方向に沿った開口１８９などを備えている。
【００３１】
　このように構成した本実施形態のインクジェット記録装置においては、給紙トレイ１０
２から用紙１４２が１枚ずつ分離給紙され、略鉛直上方に給紙された用紙１４２はガイド
１４５で案内され、搬送ベルト１５１とカウンタローラ１４６との間に挟まれて搬送され
、更に先端を搬送ガイド１３７で案内されて先端加圧コロ１４９で搬送ベルト１５１に押
し付けられ、略９０°搬送方向を転換される。
【００３２】
　このとき、後述する制御部のＡＣバイアス供給部から帯電ローラ１５６に対してプラス
出力とマイナス出力とが交互に繰り返すように、つまり交番する電圧が印加され、搬送ベ
ルト１５１が交番する帯電電圧パターン、すなわち周回方向である副走査方向に、プラス
とマイナスが所定の幅で帯状に交互に帯電されたものとなる。このプラス、マイナス交互
に帯電した搬送ベルト１５１上に用紙１４２が給送されると、用紙１４２が搬送ベルト１
５１に吸着され、搬送ベルト１５１の周回移動によって用紙１４２が副走査方向に搬送さ
れる。
【００３３】
　そこで、リニアエンコーダ１３７による主走査位置情報に基づいてキャリッジ１３３を
主走査方向に移動させながら画像信号に応じて液滴吐出ヘッド１３４を駆動することによ
り、停止している用紙１４２にインク滴を吐出して１行分を記録し、用紙１４２を所定量
搬送後、次の行の記録を行う。記録終了信号又は用紙１４２の後端が記録領域に到達した
信号を受けることにより、記録動作を終了して、用紙１４２を排紙トレイ１０３に排紙す
る。
【００３４】
　また、印字（記録）待機中にはキャリッジ１３３は維持回復機構１８１側に移動されて
、キャップ１８２で液滴吐出ヘッド１３４がキャッピングされて、ノズルを湿潤状態に保
つことによりインク乾燥による吐出不良を防止する。また、キャップ１８２で液滴吐出ヘ
ッド１３４をキャッピングした状態で図示しない吸引ポンプによってノズルから記録液を
吸引（「ノズル吸引」又は「ヘッド吸引」という。）し、増粘した記録液や気泡を排出す
る回復動作を行う。また、記録開始前、記録途中などに記録と関係しないインクを吐出す
る空吐出動作を行う。これによって、液滴吐出ヘッド１３４の安定した吐出性能を維持す
る。
【００３５】
　次に、この画像形成装置の制御部の概要について図４を参照して説明する。なお、同図
は同制御部の全体ブロック説明図である。この制御部は、この画像形成装置全体の制御を
司る、本発明に係る制御を行うための手段を兼ねたマイクロコンピュータで構成した主制
御部２０１及び印刷制御を司るマイクロコンピュータで構成した印刷制御部２０２を備え
ている。
【００３６】
　そして、主制御部２０１は、通信回路２００から入力される印刷処理の情報に基づいて
用紙１４２に画像を形成するために、キャリッジ１３３を主走査方向に移動させる主走査
モータを主走査モータ駆動回路２０３によって駆動制御し、用紙１４２を送る副走査モー
タを介して副走査モータ駆動回路２０４によって駆動制御するとともに、印刷制御部２０
２に対して印刷用データを送出するなどの制御を行う。
【００３７】
　また、主制御部２０１には、キャリッジ１３３の位置を検出するキャリッジ位置検出回
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路２０５からの検出信号が入力され、主制御部２０１はこの検出信号に基づいてキャリッ
ジ１３３の移動位置及び移動速度を制御する。キャリッジ位置検出回路２０５は、例えば
キャリッジ１３３の走査方向に配置されたエンコーダシートのスリット数を、キャリッジ
１３３に搭載されたフォトセンサで読み取って計数することで、キャリッジ１３３の位置
を検出する。主走査モータ駆動回路２０３は、主制御部２０１から入力されるキャリッジ
移動量に応じて主走査モータを回転駆動させて、キャリッジ１３３を所定の位置に所定の
速度で移動させる。
【００３８】
　また、主制御部２０１には搬送ベルト１５１の移動量を検出する搬送量検出回路２０６
からの検出信号が入力され、主制御部２０１はこの検出信号に基づいて搬送ベルト１５１
の移動量及び移動速度を制御する。搬送量検出回路２０６は、例えば搬送ローラ１５２の
回転軸に取り付けられた回転エンコーダシートのスリット数を、フォトセンサで読み取っ
て計数することで搬送量を検出する。副走査モータ駆動回路２０４は、主制御部２０１か
ら入力される搬送量に応じて副走査モータを回転駆動させて、搬送ローラ１５２を回転駆
動して搬送ベルト１５１を所定の位置に所定の速度で移動させる。
【００３９】
　主制御部２０１は、給紙コロ駆動回路２０７に給紙コロ駆動指令を与えることによって
給紙コロ１４３を一回転させる。主制御部２０１は、維持回復機構駆動用モータ駆動回路
２０８を介して維持回復機構１８１のモータを回転駆動することにより、前述したように
キャップ１８２の昇降、ワイパーブレード１８３の昇降、吸引ポンプの駆動などを行わせ
る。
【００４０】
　主制御部２０１は、供給ポンプ用駆動回路２１１を介して供給ポンプユニット１２４の
供給ポンプを駆動するための駆動モータ（供給モータ）を駆動制御し、カートリッジ装填
部１０４に装填されたインクカートリッジ１１０からヘッドタンク１３５に対してインク
を正転送液して充填供給する。このとき、主制御部２０１は、ヘッドタンク１３５が満タ
ン状態にあることを検知するヘッドタンク満タンセンサからの検知信号に基づいて充填供
給を制御する。この場合、ヘッドタンク１３５の大気開放機構２２６を開状態にして充填
を行う大気開放充填、大気開放機構２２６を閉じたまま充填を行う通常充填がある。また
、ヘッドタンク１３５からインクカートリッジ１１０からに対してインクを逆転送液して
戻すこともできる。大気開放機構２２６を閉じたまま逆転送液を行うことでインクを捨て
ることなく、ヘッドタンク１３５に負圧形成することもできる。
【００４１】
　また、主制御部２０１は、カートリッジ通信回路２１４を通じて、カートリッジ装填部
１０４に装着された各インクカートリッジ１１０に設けられる記憶手段である不揮発性メ
モリに記憶されている情報を取り込んで、所要の処理を行って、本体記憶手段である不揮
発性メモリ（例えばＥＥＰＲＯＭ）２１５に格納保持する。そして、主制御部２０１には
、環境温度、環境湿度を検知する環境センサ２１３からの検知信号が入力される。
【００４２】
　印刷制御部２０２は、主制御部２０１からの信号とキャリッジ位置検出回路２０５及び
搬送量検出回路２０６などからのキャリッジ位置や搬送量に基づいて、液滴吐出ヘッド１
３４の液滴を吐出させるための圧力発生手段を駆動するためのデータを生成する。そして
、上述した画像データをシリアルデータでヘッド駆動回路２１０に転送する。更には、こ
の画像データの転送及び転送の確定などに必要な転送クロックやラッチ信号、滴制御信号
（マスク信号）などをヘッド駆動回路２１０に出力する以外にも、ＲＯＭに格納されてい
る駆動信号のパターンデータをＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換器及び電圧増幅器、電流増幅器
等で構成される駆動波形生成部及びヘッドドライバに与える駆動波形選択手段を含む。１
つの駆動パルス（駆動信号）或いは複数の駆動パルス（駆動信号）で構成される駆動波形
を生成してヘッド駆動回路２１０に対して出力する。
【００４３】
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　ヘッド駆動回路２１０は、シリアルに入力される液滴吐出ヘッド１３４の１行分に相当
する画像データに基づいて印刷制御部２０２から与えられる駆動波形を構成する駆動信号
を選択的に液滴吐出ヘッド１３４の液滴を吐出させるエネルギーを発生する駆動素子（例
えば前述したような圧電素子）に対して印加して、液滴吐出ヘッド１３４を駆動する。こ
のとき、駆動波形を構成する駆動パルスを選択することによって、例えば、大滴（大ドッ
ト）、中滴（中ドット）、小滴（小ドット）など、大きさの異なるドットを打ち分けるこ
とができる。
【００４４】
　図５はインクジェット記録装置のヘッドタンクの構造を示す斜視図である。同図におい
て、負圧レバー２０－１は、ヘッドタンク２０の内部に設けられ、可撓性部材のフィルム
２０－２に付勢を与えるバネ２０－７によって負圧を生じているヘッドタンク内に収納さ
れるインクの消費量に応じて変位するフィルム２０－２に追随して動作するレバーである
。供給口２０－３は図１及び図３のインクカートリッジ１１０ｋ～１１０ｙから図３のイ
ンク供給チューブ１３６を経てインクが供給される供給口である。また、大気開放ピン２
０－４はヘッドタンク２０の内部を必要に応じて大気状態に開放するピンである。更に、
このようなヘッドタンク２０の下方にはインク滴を噴射する記録ヘッド２０－５が取り付
けられている。また、インク又は空気を検知する検知機構２０－６が設けられている。
【００４５】
　ここで、本発明で使用する送液ポンプユニット１２４の送液ポンプは、ポンプ構造が複
雑ではなく、インクの正逆送が駆動モータの回転方向を変えることにより可能な、図６に
示すようなチューブポンプ３０を採用している。このチューブポンプ３０のポンプ内部に
は送液用のゴムチューブ３１が這いまわされ、ゴムチューブ３１をポンプ内部に内蔵され
ているポンプロータ３２でゴムチューブ３１を局所的に潰し、ポンプロータ３２を回転さ
せることにより潰したポイントを回転方向に移動させることで、ポンプロータ３２の回転
方向にインクが送液される。具体的には、インクカートリッジからインクタンクへインク
を正転送液するときは、ポンプロータ３２を矢印Ａの回転方向に回転させる。逆に、イン
クタンクからインクカートリッジを逆転送液するときは、ポンプロータ３２を矢印Ｂの回
転方向に回転させる。ここで、ポンプロータ３２の回転において矢印Ａの回転方向の回転
を正回転と称し、矢印Ｂの回転方向の回転を逆回転と称する。よって、ポンプロータ３２
の回転を正逆転制御することで、インク送液方向を制御できる。また、送液ポンプに、構
成が単純なチューブポンプを使用することにより、小スペースなポンプ構成にしている。
更に、送液方向を制御することに対して、ポンプ駆動モータの正逆制御で可能なので、配
管がシンプルになる。なお、チューブポンプの構造は図７に示すような回転コロタイプ以
外の偏心カムタイプなどでも構わない。
【００４６】
　次に、この画像形成装置における液滴吐出ヘッド３４に記録液であるインクを供給する
液体供給装置について図７を参照して説明する。なお、図７は同液体供給装置の模式的説
明図である。
【００４７】
　第１液体収容手段であるインクカートリッジ１１０は、カートリッジケース２２１内に
液体であるインクを収容した可塑性を有するインク袋２２２を収納し、このインク袋２２
２には内部のインクを供給するためのインク供給口部２２３を備えている。このインク供
給口部２２３は内部にゴムなどの弾性部材を有している。供給ポンプユニット１２４は、
インクカートリッジ１１０のインクをヘッドタンク１３５に給送するための供給ポンプ２
２４と、供給ポンプ２２４のピストン２２５を図７で上下方向に往復移動させるためのカ
ム２２６と、カム２２６を回転させるギヤ２２７及びこのギヤ２２７を回転駆動させるギ
ヤ２２８をモータ軸２２９に取り付けたポンプ駆動手段であるインク供給モータ２３０と
を備え、供給ポンプ２２４に設けた中空針２３１をインクカートリッジ１１０のインク袋
２２２におけるインク供給口部２２３内の弾性部材（例えばゴム栓）に差し込むことによ
って供給ポンプ２２４内とインク袋２２２内とをジョイントする。



(11) JP 2012-161973 A 2012.8.30

10

20

30

40

50

【００４８】
　第２液体収容手段であるヘッドタンク１３５は、インク２３２を収容するタンクケース
２３３と、図示しない負圧発生手段、例えばフィルムと弾性部材からなる負圧発生機構と
、タンクケース２３３内を大気に開放するための大気開放機構２３４とを備え、タンクケ
ース２３３の下部には液滴吐出ヘッド１３４が取り付けられ、またタンクケース２３３の
上部には収容されたインク２３２の液面が所定の位置になったことを検知する２本の検知
電極２３５（図中では１本のみ表記）などで構成した満タン検知手段を備えている。
【００４９】
　供給ポンプ２２４は、図６で説明したチューブポンプを用いる。この供給ポンプ２２４
の作動／停止を制御するための制御手段である主制御部２０１は、ヘッドタンク１３５に
対してインクカートリッジ１１０からインクを供給するとき、満タン検出手段の検知電極
２３５からの検知信号に基づいて供給ポンプ用モータ駆動回路２１１を介して駆動モータ
２３０の回転駆動及び停止を制御する。
【００５０】
　そして、この液体供給装置において、インク供給チューブ１３６の一端部は、送液手段
である供給ポンプユニット１２４の供給ポンプ２２４に対し、供給ポンプ２２４の液体供
給方向（正転送液方向）に沿う方向でジョイント部２３６によって接続している。インク
供給チューブ１３６の他端部は、ヘッドタンク１３５に設けられた供給口３００に接続し
ている。この供給口３００の端部は、検知電極２３５の端部のタンクケース２３３の底か
らの高さより、低い位置まで伸びている。
【００５１】
　次に、この液体供給装置において、ヘッドタンク１３５に記録液（インク）を充填する
とき、所定時間が経過するまで供給ポンプユニット１２４の供給ポンプを作動させてもヘ
ッドタンク１３５が満タンにならないときにインクカートリッジ１１０のインク無しと扱
う処理を行う場合の空気（エアー）の混入について説明する。
【００５２】
　インクカートリッジ１１０のインク袋２２２が空の状態では吸い出すものが無くなるこ
とで、供給ポンプユニット１２４の供給ポンプを駆動し続けていると供給ポンプユニット
１２４の供給ポンプ２２４内の圧力は負の圧力（負圧）が増加して行くことになる。その
ため、インクカートリッジ１１０の交換指示が出るときには、供給ポンプユニット１２４
内は強い負圧状態となっている。
【００５３】
　この状態でインクカートリッジ１１０を交換するとき、一時的にインク供給口部２２３
のゴム栓と供給ポンプユニット１２４の中空針２３１のジョイントが外されることになり
、外した瞬間、供給ポンプユニット１２４内への空気の吸い込みが始まる。供給ポンプユ
ニット１２４からヘッドタンク１３５までの供給経路は閉じた経路であるために、吸い込
んでしまった空気は当該供給経路から抜けることが無い。このため、新たなインクカート
リッジ１１０が装着され供給動作が始まると、空気はインク供給チューブ１３６を通って
ヘッドタンク１３５に送られることになる。
【００５４】
　このようにしてヘッドタンク１３５内に送られた空気は、図８に示すように、ヘッドタ
ンク１３５内のインク液面で気泡３０１となり、また更に供給動作が進むと気泡３０１の
泡径が増大して行くこととなる。このヘッドタンク１３５内の気泡３０１が、インクの液
面より上部に浮遊することでインクの液量が少ないにもかかわらず検知電極２３５に触れ
てヘッドタンク内が満タンであるかのような誤った検知結果を出力することになる。更に
、ヘッドタンク１３５に対して大気開放機構２３４を開いた状態で充填動作を行ったとき
に、検知電極２３４に気泡３０１が接触したままで満タンが検知されずに、インクが大気
開放機構２３４から外部に漏れ出し、液滴吐出ヘッド１３４を汚したり、液滴吐出ヘッド
１３４を故障させたりすることがある。
【００５５】
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　そこで、ヘッドタンク１３５に対する供給経路にエアー（空気）が混入した可能性が高
い場合に対応するための処理について図９～図１２に示す動作フローを参照して説明する
。この画像形成装置において、ヘッドタンク１３５に対する供給経路にエアー（空気）が
混入した可能性が高い場合には、エアー混入フラグをセット（＝１）にする処理を行う。
【００５６】
　本実施形態の動作フローを示す図８において、供給ポンプユニット１２４の供給ポンプ
を駆動してヘッドタンク１３５に対してインクカートリッジ１１０からヘッドタンク１３
５に対してインクを充填する処理を行う場合、先ず供給ポンプユニット１２４の供給ポン
プ２２４を駆動する（ステップＳ１０１）。そして、充填が完了する前に予め定めた所定
時間が経過した（タイムアウト）したときには（ステップＳ１０２；ＮＯ、ステップＳ１
０３；ＹＥＳ）、インクカートリッジ１１０にインクがなくなったことになるので、供給
経路内にエアーが混入した可能性が高いものとして扱い、エアー混入フラグをセット（＝
１）にする（ステップＳ１０４）。その後、カートリッジ交換処理へ移行する（ステップ
Ｓ１０５）。
【００５７】
　また、図１０に示すように、記録動作を終了してからの時間を計時し（ステップＳ２０
１；ＮＯ）装置が予め定めた所定期間（所定時間）に渡って使用されていないとき（ステ
ップＳ２０２；ＹＥＳ）、供給ポンプユニット１２４の供給ポンプ２２４やインク供給チ
ューブ１３６などの供給経路にエアー（空気）が混入した可能性が高いものとして、エア
ー混入フラグをセット（＝１）にする処理を行う（ステップＳ２０３）。つまり、装置の
電源がオン状態にされたとき、電源オフからの経過期間が所定期間（例えば７２時間）に
達しているときには、エアー混入フラグをセット（＝１）にする処理を行った後、電源オ
ン時の処理に移行する。この場合、供給ポンプユニット１２４の供給ポンプ２２４が所定
期間駆動されなかったことになるため、供給経路にエアーが混入した可能性が高いものと
して扱う。
【００５８】
　そこで、この画像形成装置は、図１１に示すように、エアー混入フラグが「１」である
とき（ヘッド単位で見る）には（ステップＳ３０１；ＹＥＳ）、インクカートリッジ１１
０からヘッドタンク１３５にインクを正転送液する送液シーケンスが実施済みか否かを判
別する（ステップＳ３０２）。送液シーケンスが実施済みでなければ（ステップＳ３０２
；ＮＯ）、送液シーケンスを実施して（ステップＳ３０３）、送液ポンプユニット１２４
の供給ポンプ２２４やインク供給チューブ１３６内に混入しているエアー（空気）をイン
クとともにヘッドタンク１３５に送り込み、送液時刻を記憶する（ステップＳ３０４）。
【００５９】
　この送液シーケンスとは、例えばヘッドタンク１３５に対して通常の充填量よりも多い
量の記録液を送液し（過充填）し、液滴吐出ヘッド１３４をキャップ１８２でキャッピン
グしてノズル吸引を行う（維持吸引）ことによってヘッドタンク１３５内に負圧を形成す
る。そして、液滴吐出ヘッド１３４のノズル面（液滴を吐出するノズルが形成されている
面）をワイパーブレード１８３でワイピングする動作を、所定回数（２～３回）繰返し、
所要のクリーニング動作を行って液滴吐出ヘッド１３４をキャップ１８２でキャッピング
する動作（シーケンス）である。
【００６０】
　これに対して、エアー混入フラグが「１」で送液シーケンスを実施済みであれば（ステ
ップＳ３０２；ＹＥＳ）、ヘッドタンク１３５内に送り込んだエアーによる気泡が消失す
るまでの予め定めた所定時間が送液時刻から経過しているか否かを判別する（ステップＳ
３０５）。所定時間が送液時刻から経過していれば（ステップＳ３０５；ＹＥＳ）、エア
ー混入フラグを「０」にする（ステップＳ３０６）。
【００６１】
　このようにすれば、エアー混入フラグが「１」の状態であれば、供給経路内またはヘッ
ドタンク１３５内に空気が混入している可能性が高い状態であることを画像形成装置に認
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識させることができ、エアー混入状態とそうでない場合で、メンテナンス動作を分けるこ
とが可能となる。
【００６２】
　また、図１２に示すように、エアー混入フラグが「１」でない場合は（ステップＳ４０
１；ＮＯ）、図１２に示すような大気開放充填動作を行って通常の再負圧形成フローを行
う（ステップＳ４０２、Ｓ４０３）。エアー混入フラグが「１」である場合は（ステップ
Ｓ４０１；ＹＥＳ）、図１４に示すような代替の再負圧形成フローを行う（ステップＳ４
０４）。この代替の再負圧形成フローは大気開放前に大気遮断した状態の通常充填動作を
含む動作フローである。この代替の再負圧形成フローを行う理由は、代替の再負圧形成フ
ローを行わないと気泡がヘッドタンク１３５の上部まで至って大気開放機構を壊してしま
う恐れがあるからである。
【００６３】
　次に、大気開放充填動作及び通常の再負圧形成フローの動作について当該動作フローを
示す図１３に従って説明する。
　先ず、大気開放機構で、ヘッドタンク１３５内を大気開放する（ステップＳ５０１）。
ヘッドタンク１３５内は負圧形成されていたので、フィルムなどの可撓性部材で構成され
るヘッドタンク１３５は少し膨らみ、液面が下がる。その後、大気と遮断して逆転送液（
又は維持吸引により）ヘッドタンクに負圧形成を行う。そして、大気開放状態でインクを
充填する（ステップＳ５０２）。そして、検知電極２３５が液面検知するまでインクを充
填する。検知電極２３５の下端より供給口３００の開口部が低い位置である。つまり、図
８において検知電極２３５の下端の高さｈ１は供給口３００の開口部の高さｈ２より高く
なっている。このため検知電極２３５が液面検知したときは、液面は供給口３００の開口
部より上となる。これにより、インクが供給口３００の開口部を塞ぐことで大気を遮断し
たことになる（ステップＳ５０３）。大気と遮断された状態で逆転送液することで、ヘッ
ドタンク１３５内に所定の圧力の負圧状態を形成する（ステップＳ５０４）。
【００６４】
　次に、代替の再負圧形成フローの動作について当該動作フローを示す図１４に従って説
明する。
　先ず、ヘッドタンク１３５内に正転送液して過充填位置又は通常充填位置までインクを
充填する（ステップＳ６０１）。この場合のような大気と遮断した状態でのインク充填で
は、フィルムなどの可撓性部材で構成されるヘッドタンク１３５が膨らむだけで、液面は
上がらない。そのため、気泡は上部まで行かないので大気開放機構２３４を壊す恐れはな
い。その後、ヘッドタンク１３５内を大気開放する（ステップＳ６０２）。この時、既に
インクを充填しているので、インクを充填していない時に比べて液面低下抑制効果がある
。その後、大気を遮断する（ステップＳ６０３）。大気を遮断した状態で逆転送液するこ
とで、ヘッドタンク１３５内に負圧状態を形成する（ステップＳ６０４）。
【００６５】
　上記大気開放充填動作及び上記通常の再負圧形成フローの動作、上記代替の再負圧形成
フローの動作において、液面が下がらないのでヘッドタンク１３５の供給口３００はイン
クで遮断された状態となり、逆転送液による負圧形成が可能となる。逆転送液による負圧
形成であるので、インク排出することなく再負圧形成することができる。
【００６６】
　以上説明したように、実施形態によれば、エアー混入フラグによってヘッドタンク１３
５に気泡３０１が混入していると判断したときには、主制御部２０１はヘッドタンク１３
５を大気開放機構２３４で大気開放する前に、インクカートリッジからヘッドタンクに正
転送液を行うように送液手段の供給ポンプユニット１２４を制御する。つまり、大気と遮
断した状態でインク充填を行うので樹脂フィルムなどの可撓性部材で構成されるヘッドタ
ンク１３５が膨らみ、所定量のインクを充填することができる。印字動作時にはヘッドタ
ンク内のインク量が規定量となる。ヘッドタンク１３５のインク量が規定量であるため印
刷初期時に行われるヘッドタンク１３５内の負圧形成を行い、ヘッドタンク内の負圧値は
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規定値となり、正常なインク吐出が可能となる。また、ヘッドタンク１３５内の負圧値が
規定値となるため、ノズルでのインクのメニスカス液面を保つことができ液室内のインク
がノズルから垂れることはない。
【００６７】
　また、実施形態によれば、図７及び図８に示すように、ヘッドタンク１３５にインクを
供給する供給口３００は、ヘッドタンク内のインクの液面を検知する液面検知手段である
検知電極２３５によって検知するインクの液面位置より低い位置に設置されている。つま
り、ヘッドタンク１３５の底からの供給口３００の高さは検知電極２３５の高さより低い
。そして、インクの液面が供給口３００を通過してインクで供給口３００を塞ぐまでイン
クをヘッドタンク１３５に充填する。供給口３００がインクで塞がれた状態で逆転送液を
行ってヘッドタンクからインクカートリッジ側へインクを戻してヘッドタンク内を負圧状
態にできる。よって、インクの液面が低下せず印字不良の発生を抑制するとともに、記録
ヘッドのノズルからのインク垂れを防止する。また、逆転送液による負圧形成であるので
、インク排出することなく再負圧形成することができる。
【００６８】
　また、実施形態によれば、図９に示すように、インクカートリッジからヘッドタンクに
インクを所定時間、正転送液を行っても、ヘッドタンクが満タンにならないときには気泡
がヘッドタンク内に混入したと判断する。さらに、図１０に示すように、画像形成動作が
予め定めた時間経過しても行われなかったときには気泡がヘッドタンク内に混入したと判
断する。
【符号の説明】
【００６９】
　２０　ヘッドタンク
　２０－１　負圧レバー
　２０－２　フィルム
　２０－３　供給口
　２０－４　大気開放ピン
　２０－５　記録ヘッド
　２０－６　検知機構
　２０－７　バネ
　３０　チューブポンプ
　１１０　インクカートリッジ
　１２４　供給ポンプユニット
　１３３　キャリッジ
　１３４　液滴吐出ヘッド
　１３５　ヘッドタンク
　１３６　インク供給チューブ
　１８１　維持回復機構
　２０１　主制御部
　２０２　印刷制御部
　２０３　主走査モータ駆動回路
　２０４　副走査モータ駆動回路
　２０５　キャリッジ位置検出回路
　２０６　搬送量検出回路
　２０７　給紙コロ駆動回路
　２０８　維持回復機構用モータ駆動回路
　２０９　ヘッド駆動回路
　２１０　供給ポンプ用駆動回路
　２１１　ヘッドタンク満タンセンサ
　２１２　環境センサ
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　２１３　カートリッジ通信回路
　２１４　不揮発性メモリ
　２１５　カートリッジＥＥＰＲＯＭ
　２２４　供給ポンプ
　２３４　大気開放機構
　２３５　検知電極
　３００　供給口
　３０１　気泡
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７０】
【特許文献１】特開２００７－２２３２３０号公報

【図１】

【図２】

【図３】
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